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室蘭における大気中の氷晶核

（1962年10月2日～10月16日）＊

松　村 信　　男＊＊

　要旨

　鉄工業都市である室蘭で，1962年6月と同年10月にcold　boxを用いておこなった自然氷晶核の測定につ

いて記されている．1962年10月2日から16目までの場合は，一13◎C核，一15。C核，一20。C核の測定をお

こない，氷晶核が大きく出るのは何に依るのかを考察した．測定点が製鉄所の風下の場合に，一20。C核で

は，測定時間中に大きな核数が出現する頻度が大なる場合があったが，得られた測定の中ではそのような測

定が少いので，製鉄所が明らかに核の源として働いているとはいえない．

　1．はじめに

　Soulage（1959）は，氷晶核の測定をおこなって，バス

ク地方の空気が氷晶核を多く含んでいるのは，溶鉱炉と

製鋼所が重要な源にな：っていると報告している．Telfbrd

（1960）はSydneyおよびNewcastle上空で航空機に

よる測定をおこない，風下で多量の氷晶核が測定された

のはある型の工業活動の結果であり，その源は製鋼炉の

煙であると認めている．大竹（1963）は八戸市，能代

市，秋田市に濃度の高い氷晶核を出す製鋼所を見出し，

降水量を比較することにより，この影響とみられる増加

域があると報告している．

　この報告は，鉄工業都市である室蘭で1962年10月を中

心におこなった大気中の氷晶核の測定について報告す

る．

　2．測定方法と測定結果

　測定は丸山（1962）の砂糖溶液法による手動式cold

boxを使ったが，水蒸気の補給はおこなっていない．

　a）6月19日～22日　室蘭工業大学短期大学部グラウ

ンド（現在は室蘭工業大学第2部敷地）にて

　測定場所は第1図にNo．1として示した．測定時の

風向はNW，W，Sで製鉄所（富士製鉄室蘭製鉄所，現

在は新日本製鉄室蘭製鉄所）の影響下で測定が行なわれ

たとはいえない．21日と22日との一20。Cにおける核数

と，4杯風速計で測った地上風速とを第2図に示してあ
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＊Atmospheric　ice　nuclei　measured　in　Muroran，

　Northern　Japan　（20ct．～160ct．1962）
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第2図　6月21目，22日の一20。C核と地上風速
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　第3図　室蘭で測定された氷晶核数
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第5図　48時間前の気塊の位置
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第4図　核数と地上風速
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る．22日は風速の変化と核数の変化が対応しているが，

グラウソドの状態の観察は，21日は「ときどき砂塵が立

つこともある」，22日は「砂塵は立っていない」で，砂

塵との関係は目視観測ではつかめなかった．

　b）10月2日～16日　栄高校にて

　栄高校玄関のベランダ上で，一13。C核，一15。C核，

一200C核の測定をおこなったが，測定限界はそれぞれ

測定回数が違うので，一様ではなく，一13。C核では

3．31から5．51あたり1個，一15。C核では5．51から

31．61あたり1個，一20。C核では5．51から37．11あ

たり1個であった．測定場所は第1図にNo．2として

示してある．
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　5．測定結果（10月2日～16日）の考察

　核数は時刻とともに変動したが，核数をそれぞれの温

度に対応して平均し，図に示したのが第3図である．2

日の一20。C核が大きくでているのは，7回の測定にお

いて1回の大きな値がきいているからである．第3図に

示した一150Cおよび一20。Cにおける核数とそれぞれの

測定時刻間の平均地上風速とを対応させて描いたのが第

4図である．核数が地上風速に依存するという研究（根

本ほか，1957）があるが，この場合，一15。C核でも

一20。C核でもそのような関係は見出されなかった．

　次に，一20。C核は日日変動しているが，氷晶核数と

大規模な気象状態との間の密接な関係を指摘した研究

（磯野ほか，1959）があるので，測定時におけるその空

気が48時間前にはどこにあったかを調べた．資料として

　　　　　　　　は，850mb面の12時間おきの天気図を使用し，地衡風

による流跡線を作ってそれぞれの場所を求めて図に示し

たのが第5図である．黒丸はその位置を示し，付近の数

字例えば7は10月7日を表わしている．従って，室蘭で

7日に一20。C核を測定した空気は48時間前には黒丸印

の位置にあったことを表わしている．ただし，2日・4

日については資料が得られず，それぞれ24時間前・36時

間前の位置を求めたので（24），（36）と記入してある．

　中国東北部からの気団中に，核数の比較的少いもの，

多いものがあり，シベリヤからの気団中にも同様な傾向

があることから，2日，15日を除き，850mb面でみる

、天気”21．1．
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第7図　2日，11日，13日の一20。C核

と大陸北部（シベリア，中国東北部）から到達した気団

が上空を掩うなかで測定はおこなわれたといえる．核数

を地上風向と対応させて図示したのが第6図であり，図

中の数字一例えば4は10月4日を表わしている．比較

的核数の多いのは南寄りの風向（SE，SSE）のときと，

西寄り（W～NW）のときである．2日，11日，13日の

測定で核数が時刻とともにどう変わったかは第7図に示
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第8図　4日と8日との一200C核
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してある．2日，11日は測定時間中に際立って大きい核

数の出現の頻度は少い．13日は’地上風向がENEより

SEに変わるとともに小雨がばらつき，測定時間中の風

向はSSEで，地上天気図からみると温暖前線が通過す

る時刻であった．このときは際立って大きい核数は出現

していない．2日から16日までの測定期間中，西寄りの

風向が卓越し，SE，SSEに対応する核数の資料が少く，

この風向のときの核数が一般に比較的大きいのか，この

場合だけ大きかったのか，さらに核数が大ぎくなった原

因としての他からはずれた大きな核数が何を意味するの

かを考察することが出来ない．

　西寄りの風のもとでは，測定点は製鉄所の風下になる

が，第6図をみると核数は1．81ヨから12．71－1の範囲に

分布している．比較的核数の多い4日と6日との測定お

よび平炉の煙に取巻かれて測定した8日のそれぞれの時

刻の核数を第8図に示した．4日の一20。C核は2日，

11日，13日の測定にくらべて，大きな核数の出現の頻

度が大であり，8日の15時03分から15時34分（風向

WNW）までの測定では核数間にとび離れて大きな値も

なく平均6．91－1である．

　4．まとめ

　10月2日から16日までの期間の測定は，2日，15日を

除き，850mb面の空気が大陸北部（シベリア，中国東
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北部）から到達したときの測定で，核数は日日変動し

た．この期間中，活発な火山活動は報告されていないの

で，火山活動と核数との関係（磯野ほか，1959）を考察

する必要はない．風向が西寄りのとき，核数が1．81『1か

ら12．71－1の範囲を変動している原因として，測定点の

風上に核の発生源を想定してみたが4日のような型（第

8図）が何回か測定されないと，風上に氷晶核の発生源

があると断定できない．1回の測定値が大きいという点

では他の場合にも測定されているからである．
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編集だより

　本誌も発刊後20年を経過し，本号から21巻を刊行す

ることになりました．この機会に表紙のデザインを一新

し，会員の御協力によって，内容を一層充実したいと考

えております．

　なお，昨年実施した本誌についてのアンケートの調査

の結果を考慮して，次のような新企画を順次実施するこ

とンこいたしました．

　（1）解説：アンケートでももっともよく読まれている

分野なので，より幅広い内容で読みやすい解説を掲載し

たい．たとえば“世界の天気予報”のような特集や，

“気象学事はじめ”のシリーズものを随時のせる．（毎

号2～3篇程度）

　（2）支部だより：学会の支部活動を強化するため，本

誌の地区編集委員を増員したが，これとも関連して，支

部だよりを毎号一支部ずつ掲載する．

　（3）会員の広場：会員が気軽に投稿できる投書欄．学

会に対する意見や，気象学の研究に対するコメントなど

を通信欄と違ってもっと簡略に述べる．原稿用紙1枚程

度より短いもの．

　（4）海外だより：外国で開かれた国際会議，外国の研
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究機関の紹介などを外国出張された会員や在外会員から

紹介．

　（5）本棚：従来，書評・新刊紹介を随時掲載してきた

が，より多くの情報を会員に提供するために，これらを

総合して本棚欄を設ける．

　なお，論文・短報・通信欄・講座・用語解説・質疑応

答などは従来どうり続けます．これらの新企画を実施し

ても，学会の財政事情などから紙頁を増加することは困

難なので，たとえば学会だよりの活字の大きさを小さく

するとか，投稿規定の掲載回数を減らすなどくふうをし

たいと考えています．

　現在の編集委員のうち，投稿原稿の受付・整理・校正

などの編集事務を担当しているのは，巽（幹事）・山田・

沖政・田崎の4委員です．いずれも気象庁の業務の時間

外に編集事務に携っているので，時間的に忙しくなかな

か充分なこともできかねる状態です．このような事情を

御賢察の上，投稿には必ず送り状（用紙本号添付）を添

付して下さるようお願いします．なお送り状の用紙は，

ゼロックスでコピーしたものを使っても差支えありませ

ん．　　　　　　　　　　　　　　　　（編集委員長）

、天気”21．1．


